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　　　　　　　　　 1． 緒　論

　 胎兒腦波 の研究は 諸種の 方面か ら多數の 問題を

含み極 め て重要 な もの で ある に拘 らす ， 未だ そ の

存否 す ら論 ぜ られた こ とが な く， 從 つ て その 文 獻

は全 く見當 らな い ． 我 々 は小川教授一門に よつ て

年來行われ て い る胎兒研究 の 一環と して本問題 を

取 上 げた．

　 研究材料 ：胎兒は 3 妊月か ら 7，妊 月の もの 16例

　と 8 妊 月の 早産 兒 2 例 で ある． 徇前者 は人工妊娠

中絶 の 必 要 あつ て 取昂 された もの で 特 に注意 して

生存せ ．Uめ た まま出 した の で ある． 娩 出方法 と し

て は胎生 3 〜 4 カ 月の ものは 頸管を充分擴張 した

後胎嚢を用 手剥離法 に よ b． 5 〜 6 ヵ 月の もの は

腟式帝王切開術 ， 7 ヵ 月の もの は 子宮頸部癌 を合
’
併 した 1例は腹式帝王 切開術 に よ り， 他 の 1例 は

プ ジ 冖挿入法 に よつ た． 早産兒 の 1例は 同樣 ブ ジ

ー挿入法 に よつ た が ， 他の 1例 は羊水過多症で 治

療 の 目的 に經腹的羊膜穿刺 を行い
， 羊水 の一部排

除 の 後 自然 に 陣痛發起 を來 した もの で ある． ブ ジ

ー挿入法 に よる胎兒 と 早産兒以外 の もの は全部卵

膜 を破 る こ とな く羊水 中に胎兇 を 生存 せ しめた ま

ま取出 し， 速か に金網張 bの 腦波室 に蓮 び描記 し

た ．卵膜 を破 らな い よ うに努 力したの は ， 可及的

胎児 を生 理的歌應 に置 こ うと の 意圖 か らと ， その

方が生存時聞が長 く實驗 的に 好都合 なの を經驗的

に 知 つ たか らで ある．

　 描記法 ：腦波計は既報 の 漸産兒腦波研究 に使 用

した もの と同一
で ある。 誘導法 は 3 〜 7 カ 月の胎

兒 は各例共成 人 の 前 中心 囘部 に相當する個 所の頭

葦に 小 孔 を穿 っ て 皮 質を露 出し直接小銀板導子 を

接せ しめ ， 零點 を同側耳垂 に と つ て單極皮質直接

◎、

誘導 と した． 叉 必要 に應 じ前頭 ， 後頭，腦底等 よ

り誘導 した もの もある．早産見は頭 皮上か ら普通 　 ．

の 單極 又 は双極誘導法 に よっ た． 一部の もの は 心

搏動の 影響 を見るため心電圖 を 併 せ描記 した．

　　　　　　　　 IL　成　績

　檢索 した全症 例 に 腦波を證明す る こ と が禺來

た ．先 す各例 に つ い て得 られた腦波 斷片を示 し，

計測値を記 そ う．

　A ． 胎生 3 ヵ 月胎 兇（第 1鬮 ）

　症例 a ．身長 8．5cm ．得 られた腦波は 週期大略

300ms  の 基綜の動揺 と 見 ら れ る 不 明瞭な徐波

に ・ 遯期 50msec
， 振幅 6μV 附近 の細速波が密に

重疊 して い る．

　症例 b．身長 11cm ．週期約 1〜 2秒の綾 か な基

線の 動揺に邇 期約 37ms  
， 振幅 2．5〜 8μV の細速

波が重疉 す る．

　　　　　　　　　第　 1　圖

　 症伊1α

〜 属，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5r’c

一
｛

〜
畷 牽

　 B ． 胎生 4 ヵ 月胎兒 （第 2鬩）

　症例 d・身長 14cm ， 中心部誘導に よ り週期約

0 ．8〜 1．5 秒 ， 振幅約 30〜90μV の徐波 に週期77m

sec ・ 振幅 3〜6μV の速波 が重 な つ て い る．後頭部

誘導で は更に綾徐な もの を得 た． 腦底か らは更に

綾 かな邇期約 2秒 の もの が見 られだ．

　症例 e ．身長 16cm
， 週 期 0．5〜1 秒 ， 振幅約

一
30

〜60μV の 不規則な徐 波に ， 週期 50mSec
， 振幅

5〜 10μV の速波が重 な る，

ー
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　 　　　　　　 　第　 2　圏
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　C． 胎生 5 カ 月胎兒（第 3岡 〕

　症例 9．身長 22cm． 邇期 O．2〜O・8秒， 振幅 10

〜30μV の 甚だ 不規則 な徐 波に 邇期約 30mSeC，振

幅 の微 ノ亅、な速 波が密に 重 なる．

　症例 i．身長 26．5cm． 週期 0．5〜1，2秒 ， 振 幅

15〜45μV の 甚だ不規則な徐 波 に約 50msec ，4μV

の速波が重なる ，

　 　 　 　 　 　 　 　 第　 3　 圖
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　 D ． 胎 生 6 ヵ 月胎皃（第 4ma ）

　 症例 k．身長 34cm．邇期 0．3〜0．8 秒 ， 振幅 10

〜30μV の 徐波 に約 70msec， 7μ V 附近 の蓮波が混

　在 した 態 に 重 な つ て い る ．
‘
　 症例 L 身長 34cm ，邇期 0．5〜1．5 秒，振幅 20

〜 50μV の 不規則な徐 波に 30ms   の 微小 な速 波が

　重な る．

　 　　　　　　 　　 第　 4　 圖

覊
嘱

鞠

が，

螂

幾
E ． 胎生 7 ヵ 月胎 兒（第 5 鬮 ）

’
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　症例 m ． 身長 36．5cm ，週期 1〜 2秒の綏徐な

波 に週期約 37msec， 振幅約 4 μV の速波が重な る．

　症例 n ．身長 37cm ．不規 則な徐 波と速波が滉在

した態の 波型 を示 す．

第　 5　圖
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　F．　早産 兒（第 6圖）

　症例 o ．身長 42．5cm ．（體重 1970 瓦 ）， 邇期0．25

秒附近 ， 振幅 15μV の 比較 的小な る 徐波に微小 な

速波が重な る．

　症例 p ．身長 46cm。（體重 2150瓦）週期 0．8〜

1．2 秒 ， 振幅 30〜60μV の 徐波に 迥期約 100msec
，

振 幅 6〜10μV の速波が重 な る．

第　 6　 圖
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　以 上 の 各症例を通覽す る に共通 の 點は緩徐 な徐

波に細速波の 重疊 して い る こと で これ が 著明 な特

徴をな して い る． 前者 は 特 に 不規 則で 週期振幅共

に變化が甚だ しい が ， 後考 は割 合に規則正 しい ．

徐波は 週期約0．2〜2秒 で 1秒前後の もの ， 振幅

は 10〜 90μV で特 に 50μV 前後の もの が 多數 を 占

め る， 速波 は 週期 50msec， 振幅 5μV 附近 の も
’

の が最 も多 い ．計測の結果 は a 波 に ぞ くす る もの

は 見當 らな い ．心電岡 と の 同時描記 に よ つ て 心搏

動の 影響 は 全然受 けて い な い．叉 實驗時 の 胎兒の

欺態は ，　もと よ り平靜で ある が ，

一見 して普通の
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生 存兒 か 假死 歌態 に あるか A
”

［！Eで な い ．併 し假死

瓶態 に ない こ と の 明瞭 な 7 カ 月後孚 の胎兒或 は早

産 兒の腦波 と胎生早期の もの と その 間に本質的な

相違 が示 されない の で 假死默 態如何 は敢 て 問題 と
　 　 d

しな い こ と に した，

　　　　　　　　 III． 考　按　　　　
一

　 胎兒腦 が既に胎生 3 ヵ月の早期 よ り腦電氣 的活

動 を行 つ て い る こ とは 上述 の こ ど よ り明か となつ

た．併 し胎兒腦波の特徴 をなす ， 徐波に速波 が重

疊 す ると い う表現樣式は通 常成人腦波 ｝こは觀察 さ

れ ない ． 動物腦波 と して 從來知 られ て い る もの と

比較 する と誠 に 興味深 い ．　Bremer ，　DQ，w ，　Mouru
’

zzi （1939）の 鳥類腦波の研究 ，
　Libet　Gerard（1939）

の 兩棲類腦波の 研究，本川氏 の 家兎及び モ ル モ ツ

ト腦波の研究 （1947）等 に よ る と これ等下等動物の

腦波は徐波（δ波）に速 波（β波）が重 疊す る型式 を

と つ て い る．皀卩ち鳩の 腦波は週期 4 〜 9Hz 位 の 大

きな振幅 の 波に 20、40Hz 位 の β波が重疊 して お

り， 蛙 で は そ の靦葉に 6Hz の割合に規則正 しい波

に 振 幅の 小 さい 不規 則な速 波が 重疊 し て い る と い

．う．又家兎で は 3〜 7Hz 位 の徐波 に 15ん 30Hz の

’

β波が重 ix　b ，
モ ル モ ツ ト も家兎に似 る が週期は

6〜8Hz の もの が 多い と され て い る． 腦兒腦波 と

して得 られた もの は ， その徐波 の週期は こ れ等 の

動物腦波 よ b も 更 に
一層不規則性 が甚だ し く而 も

週 波數が少 い ．單に數値的 に 比 較考察せ ば胎兒腦

波 は成育 した こ れ等の 動 物の腦波よ りも一段 と低

級 な こ と を示 すとい え よ う．叉 β波の 優勢 な こ と ．

も下 等 な もの の特徴とみな され て い るが ， 胎兒腦

波 で こ の 點 を觀察す る と 胎生 3 カ 月初期 の もの で

は徐波 が極 め て 不明瞭で ある に も拘 らす 速波の み

密 に存在 し， 叉一方域熟新産兒に移行す る と徐波

の み と な り速波 が淌失す る こ と は こ れ を 裏付け る

一證左で あろ う． 又 新産兒腦波 の週期が胎兇徐波

の 週期 よ りも短 い こ と もその成熟過程 に對應 する

もの と言 えよ う． 胎生初期 よ り哉熟新産兒へ の成

長 月數 に拌 つ た腦波の 變化 を更に 嚴密 に追及する

こ とは甚だ重要 で あるが これは 今後一暦豊富 な材

料 を得て 檢討 す る こ とに し度 い ．

　　　 IV． 胎兒腦の藥珊に對 する反應性

整・
’t
、、
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實驗に供 した よ うな未熟 な腦髓が既 に 藥物に野 し

成 人に於 け ると同樣の 反應 を示すか ど うか ，

’
並 に

威 人に於 ける睡眠覺醒 に 較ぶ べ き意識交代 の能 力

が あるか を檢 す る た め ， 睡眠劑 と して エ ビ パ ン ナ

ト リ ウヘ ア ミ タール ソ ーダ ， 覺醒劑 と して メ チ

ール プ ロ パ ミ V を使用 しそ の腦波に 及ぼす髴響 を

見た．

　 a． −t ビパ ン ナ トリ ウ ム 注射例（第 7 圓）

　域人 に エ ビ パ ン ナ ト リ ウ ム を 注射 し熟睡 に陥

っ た場合の 腦波は週波數の 減少 と巓著な徐波 を示

す が ， 胎生 4 ヵ 月 （身長 17cm ）及 び 胎生 6 ヵ 月

（身長 33cm）の 胎皃に 夫 々 0．191cc水 溶液の ヱ ビ

パ ン ナ ト リ ウ ム を注射 した所數分後 よ り遯期 1〜

2 秒 ， 振幅 150〜 200μV の E 大 な徐波 を示 した ．野

照 と共 に 腦波斷片 を示 すと第 7岡の よ うで あ る．

　b． ア ミ タ 冖ル ソ ’ダ注射例（第 8 圖）

　成人腦波は ア ミ タ ール ソ ーダの 注射 に よつ て熟

睡歌態に 陥 る と 著明な邇波數の 増加 を來す と報告

され て い るが， 胎生 4 ヵ 月（身長 16cm）及 び胎生

5 ヵ 月（身長i2β．5  ）の 胎兒 に ア ミ タ P ル ソ 冖ダ ，

O．191cc 水溶液の 注射後數分 で 兩者共邇波數 の

1．5倍の 増加 を示 した，　　　　 　　　　 　　 ．

　C． メ チ ール プ ロ パ ミ ン 注射例（第 9 固 ）

　成人腦波 に 及 ぽすメ チ ール プ P パ
匚
ミ ン の 影響 に

關 して 定型 波 とい わ るべ き もの は 未だ報告 され て

い ない が ， 胎兒症例 2例 に 於 て 兩者共邇期の 増

加 ， 帥ち邇波數の減 少と著明 な振 幅の増大 を認め

た． 帥ち顯 著な變 化を來す と考 えて差 支えな い と ．

思 う．資料 とな つ た もの は胎生 5 ヵ 月（身長 24cm）

及 び胎生 7 カ 月 （身長 36．5cm ）の胎兒で ， メ チ ー

ル プ ロ パ ミ ン （ヒ ロ ポ ン ）1cc （O．0039）を注射 し

た．

　以上 の各症例 の 示 す所 に よ つ て 人胎 兒は胎生期

の 前牛か ら既 に諸種 の藥劑に封 し成人 と同樣 の 反

應能力を そざえ て い る こ とが知 られ る．又睡眠襴 ，

覺醒劑の雨者 に 反應す る こ と は 胎生早期 よ り既 に

腦細胞が意識の 清明度を 變 更す る能力 をそな えて

い る こ とを示す もの と考 え られ よ う． 胎生 中の 胎

兒の意識は 一樣の 模糊 た る もの で は な く， 模糊た

る 中に も清明 と熱睡 の方向へ の 浮沈が ある とみ な
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｝
され る．

　　　　　　　　　V ． 結　論

　 人工 妊娠中絶に よ つ て 母體外 に 取 り出した人胎

兄並 に早産兒 18例に つ い て腦波學的檢索 をな し次

の結論 を得た．

　 1 ， 實驗 に用い た 胎生 3 ヵ 月以 降の 胎兒全例 に

腦波接證明 した． その腦波は極め て 不規則 な徐波

た比 較的規則的な速 波（β波）が重疊す る．徐 波 は

大略週期 0・2〜 2s  ， 振幅 10〜90μV ， 速波は 50
mse ら 5μV 附近 で ある．　　

曜

　 2．　エ ビパ ン ナ ト リウ ム
， ア ミ タ 冖ル ソ ー ダ ，

メ チ ” ル プ ロ パ ミ ン に 樹 する 反應能力 を腦波學的

に 見 る に ほ Y 成人と 同傾 向の反應 を示 した，

　 3。 以上 の 藥劑に野 す る反應か ら胎生 申の胎兒

の意識趺態は一樣の 模糊た る の もで はな くその 間

に浮沈があ る ことを推測 した．

　御懇切 な御指 導を賜つ 定 小川歡授並 に 中川 助欷

授に 深謝の意 を表す．

　 1・　著者 ， 域熟i新産兒腦波の研究 ， 臨床醫畢，

第 35卷 ，

’ee　2 號

　參考丈獻 ： 2． 本川 弘一著 ， 腦波 （その他の 文

獻 は本著 i二詳 しい ）．　　 （昭 25 ・ 8 ・ 19 受付）
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